
10
月
3
日
開
催(

宮
城
県
仙
台
市)

 

清
月
記
視
察
会
ご
報
告 

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。 

「ア
タ
ッ
ク
ス
視
察
ク
ラ
ブ
」事
務
局
で
す
。 

 

ア
タ
ッ
ク
ス
視
察
ク
ラ
ブ
で
は
、
10
月
3
日(

月)

北
は
北
海
道
、
南
は
関
西
方
面
か
ら
、
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
皆
様
と
一
緒
に
、
「生
命(

い
の
ち)

の

物
語
応
援
会
社
」と
し
て
、
「ノ
ー
と
言
わ
な
い
」

を
理
念
に
、
お
客
様
の
人
生
に
寄
り
添
う
葬
儀
会

社
、
「
清
月
記
」様
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。 

  

清
月
記
様
は
、
１
９
８
５
年
、
現
社
長
で
あ
る 

菅
原
裕
典
氏
が
２
５
歳
の
時
に
、
両
親
と
一
緒
に 

開
業
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。 

 

菅
原
社
長
は
、
小
学
５
年
生
か
ら
大
学
を
卒
業

す
る
ま
で
の
約
１
３
年
間
、
夏
休
み
や
冬
休
み
、

春
休
み
を
利
用
し
て
、
葬
祭
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
人
の
最
期
に
関
わ
る
、
素
晴
ら

し
い
仕
事
だ
と
思
い
、
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
だ

結
果
、
人
生
を
賭
け
る
仕
事
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
で
培
っ

た
「商
い
の
精
神
」
こ
そ
が
、
今
で
も
自
身
の
財
産

に
な
っ
て
い
る
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

開
業
当
時
、
葬
祭
業
に
対
す
る
世
間
の
見
方
は

「忌
み
嫌
う
」時
代
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

映
画
「お
葬
式
」(

伊
丹
十
三
監
督)
が
公
開
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
間
の
葬
儀
へ
対
す
る
認
識
も

変
わ
り
、
菅
原
社
長
は
「ま
さ
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

い
い
時
期
に
オ
ー
プ
ン
で
き
た
と
思
う
。
」と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
核
家
族
化
や
マ
ン
シ
ョ

ン
住
ま
い
の
増
加
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、 

時
代
の
流
れ
が
会
館
葬
の
必
要
性
を
後
押
し
し

た
結
果
、
同
社
は
、
仙
台
に
お
け
る
葬
儀
会
館
の

先
駆
け
と
な
っ
た
の
で
す
。 

  
 

  
 

 
 

 
 

写真上：たまたま、喉が乾燥して咳をしたら、
後方席にいらした清月記の社員の方が、すぐ
に、お水と、のど飴を持ってきてくださいました。 
こうしたお気持ちは、純粋にうれしかったです。 
 

菅原社長は、「モノよりサービスが大事。 
“気配り・目配り・心配り・手配り”ができる 
社員になりなさい。」と、常日頃から、 
社員の方々に語りかけているそうです。 

写真左・下： 

「葬祭業は、人の最期に 
関わる大変高貴な仕事」 
と語る、菅原社長 

 

菅
原
社
長
は
、
当
時
、
「待
ち
の
姿
勢
」が
当
た

り
前
だ
っ
た
葬
儀
業
界
で
は
、
革
新
的
と
も
言

え
る
、
数
々
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

た
と
え
ば
、
①
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
戸
別
訪
問
な

ど
の
営
業
活
動
、
②
見
積
書
作
成
に
よ
る
明
朗

な
料
金
体
系
と
、
遺
族
が
葬
儀
見
積
も
り
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
仕
組
み
の
準
備
、
③
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ア
の
開
催
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 

こ
う
し
た
「攻
め
の
姿
勢
」に
よ
り
、
業
界
の
非

常
識
に
挑
戦
し
て
き
た
結
果
、
「清
月
記
」と
い

う
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成

功
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
清
月
記
様
で
は
、
一
度
限
り
の
葬
儀
を

心
残
り
な
く
、
執
り
行
う
た
め
、
遺
族
の
要
望

を
す
べ
て
、
聴
き
い
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
同
社
で
は
、
最
大
の
理
念
と
し
て
、

『ノ
ー
と
言
わ
な
い
』を
掲
げ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

 

も
ち
ろ
ん
、
ノ
ー
と
言
わ
な
い
、
究
極
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な 

『社
員
教
育
』に
も
、
大
変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
対

応
で
は
な
く
、
お
客
様
の
要
望
を
す
べ
て
聴
き
い

れ
、
か
つ
、
遺
族
の
経
済
的
・精
神
的
負
担
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
“ぜ
ひ
清
月
記
で
お

願
い
し
た
い
”、
“次
回
も
清
月
記
に
頼
み
た
い
”

と
お
客
様
に
思
わ
れ
る
「仕
組
み
」
を
作
り
上
げ

た
の
で
す
。 

 

日
頃
か
ら
、
菅
原
社
長
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
、

「社
員
の
人
間
形
成
」に
つ
い
て
は
、
今
回
は
、 

意
見
交
換
会
で
も
、
参
加
者
の
方
々
が
、
い
い
質

問
を
た
く
さ
ん
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、 

多
く
の
気
づ
き
や
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。 

写真下：菅原社長および社員のみなさまと参加者の意見交換会 
写真左：参加者からの質問に答える、清月記社員のみなさま 
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写真下：経営者のみなさまから、社員の方へご質問 


